
 

虹の家 利用者さんの状況 

副施設長 横山耕太  

 虹の家の定員は 25 名ですが、現在 24 名の方に

ご契約いただいております。利用者さん個々の状

況やご家庭の環境などを考慮して、通い・泊ま

り・訪問の各サービスをご提供させていただいて

おります。以下、3 つの指標（下図参照）に沿っ

て、利用者さんの現況をご報告いたします。 

4 月末時点で、利用者さんの平均年齢は 87.9 歳

です。98 歳の M さんを筆頭に半数近く 11 名の方

が 90 代。昨年同月と比較すると 90 代は３名増、

一方で 80 代は３名減で、利用者さんの超高齢化

の傾向は顕著です。実際、利用者さん同士の会話

を聞いていても、昭和生まれの 80 代後半の方々

は虹の家ではいまだに「若手」なのです（⁉）。 

平均要介護度は 2.2 で、厚生労働省が小規模多

機能型居宅介護施設の平均要介護度として想定

している 3.5 よりもかなり低い水準にあります。

これは、要介護度がまだ低い状態のうちに利用者 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さんの支援に関わらせていただいていることの

表れと捉えております。特に認知症の方の場合、

症状が出始めた早い段階から医療・介護・福祉の

専門家がチームを組んで関わることで、自分らし

い暮らしを続けられる期間が延びることが各種

調査でも指摘されています。我々虹の家もそのチ

ームの一端を担っていけるよう、今後も支援の在

り方を追究していきたいと考えております。 

とはいえ、利用者さんの状況は、一年前と比較

して要介護１以下の比較的軽度の方が減少する

一方で、中重度の方が増加する傾向にあります。 

また、世帯構成をみても、同居家族の介護力が

期待できる世帯が減少し、完全独居や高齢夫妻の

みの世帯など、24 時間体制で見守りや支援が必要

と考えられる方々の増加が見て取れます。 

このような状況は今後長期間に亘って続くと

予想されます。利用者さん本人はもちろん、家族

の方々のニーズをもくみ取り、双方の気持ちに寄

り添って柔軟なサービスを継続的に提供してゆ

くことが、今後ますます虹の家に求められてくる

と考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年度にあたって 

 理事長  髙井睦美  

 2000 年に介護保険法が施行され、以後３年毎に

介護報酬（介護事業者に支払われる報酬）の改定

がなされてきました。 

 このたびの改定の背景には、2025 年に高齢者数

がピークに達するという見込みのもと、「地域包

括ケア」と「持続可能な制度」の実現のため、介

護給付費の抑制と給付の重点化を図ることがあ

るようです。しかし、基本単価の大幅な減少や、

条件付きの加算をプラスしても平均 2.27％減と

いう今回の改定は、事業所にとって大きな痛手と

なります。そして、条件付きの加算を各々クリア

するには、職員の質の向上（資格取得支援や研修

計画）や勤務条件（キャリアパス要件）の整備な

どが求められます。私どものような小さな事業所

が生き残ってゆくためには、大変な困難が予想さ

れます。 

 「介護が必要になってもできるだけ長く自宅に

住み続けたい」という当たり前のねがいを支援す

るため、当会が「宅老所 虹の家」をオープンし

たのが 2003 年 9 月。以来 2008 年 6 月には小規

模多機能型に移行し「通い」「訪問」「泊まり」を

組み合わせた新たなサービスを行うようになり

ました。それらのサービスだけでは対処しきれな

い場合には、個別対応をして真の在宅支援を実現

すべく、今日まで努力を重ねてまいりました。た

だ、それも、数少ない職員の力だけでは限りがあ

ります。 

 国民が求める地域包括ケアは、独り暮らしであ 

っても、介護や医療が必要になっても、認知症に

なっても、それにお金がなくても、必要な医療・ 

 

 

 

 

 

 

 

保健・福祉が切れ目なく保障される体制です。こ 

の体制をいかに整えてゆくか、そのために虹の会

が採るべき道はどれか、将来展望は決して楽観で

きません。しかし、ここが踏ん張りどころと考え

て、本年 2 月より横山耕太さんを副施設長に任命

し、若い力でこの困難な道を切り拓こうと鋭意努

力しているところです。 

 

 

仕事を通して 

介護支援専門員 田中さな江  

言葉で伝えることができない方でも、歩んでき

た人生、性格や表情などからその方の本当の想い

を探って、心の声に耳を傾ける（傾聴する）こと

を心がけています。料理が出来ないＡさんの計画

を立てるに当たり、しっかりと食事をとってもら

うことを優先して介護者目線で考えて、毎日虹の

家に通ってもらい食事支援をする計画を立てま

した。その後、計画を見直しているうちに、Ａさ

んの本当の想いは…？と気になりました。 

認知症を患って語彙が少なくなってしまった

Ａさんですが、根気強く傾聴して「料理はできな

くなったが、すべてを他人にお膳立てされるのは

嫌だ。不自由でも、自分の思うとおりに食べてい

きたい」という本音を伺うことができました。 

自分の物差しだけで考えてはいけないと改め

て勉強させられた出来事です。ただし、Ａさんの

思いだけを尊重すると、一方では思わぬ事故のリ

スクを高めてしまう事にもなりかねません。 

Ａさんの心の声をくみ取りながらも、Ａさんに

とって本当に必要な支援はなんなのか…と日々

頭を悩ませながら仕事をするのが私の使命だと

思っています。 
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～
朝
の
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
か
ら
～ 

 

介
護
職
員 

染
谷
京
子 

 

朝
の
ひ
と
と
き
、
皆
さ
ん
と
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し

み
ま
す
。（
こ
れ
も
大
事
な
脳
ト
レ
で
す
） 

３
月
９
日
は
、
私
が
「
あ
ら
、
今
日
は
３
．
９
（
サ
ン
キ
ュ
ー
）
の
日

だ
わ
」
と
言
う
と
、
皆
さ
ん
も
気
づ
い
て
「
あ
ら
。
ホ
ン
ト
だ
ね
」
と
頷

か
れ
ま
す
。 

更
に
私
が
「
ど
な
た
に
サ
ン
キ
ュ
ー
と
い
い
た
い
で
す
か
？
」
と
訊
ね

る
と
男
性
の
Ｙ
さ
ん
は
即
座
に
「
そ
り
ゃ
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
！
」。 

他
の
ス
タ
ッ
フ
が
「
奥
さ
ん
に
ち
ゃ
ん
と
そ
う
言
っ
た
こ
と
あ
る
ん
で

す
か
？
」
と
聞
く
と
、「
そ
ん
な
こ
と
、
言
う
わ
け
な
い
だ
ろ
う
」
と
威
張

っ
て
い
ま
す
。 

女
性
の
利
用
者
さ
ん
は
み
な
笑
っ
て
い
ま
す
。 

「
た
ま
に
は
奥
さ
ん
に
サ
ン
キ
ュ
ー
と
言
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
よ
」
私

が
言
う
と
、
女
性
は
み
な
頷
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
聞
い
て
い
た
Ｋ
さ
ん

は
「
や
っ
ぱ
り
家
内
だ
な
」
と
ポ
ツ
リ
と
一
言
。 

 

ま
た
、
Ｊ
さ
ん
か
ら
は
、
サ
ン
キ
ュ
ー
は
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
に
対
し
て

言
い
た
い
と
、
う
れ
し
い
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。 

み
ん
な
の
心
が
ち
ょ
っ
ぴ
り
温
か
く
な
り
ま
し
た
。 

 

後
日
談 

Ｓ
さ
ん
の
奥
様
か
ら
、「
う
ち
の
お
父
さ
ん
、
帰
っ
て
く
る
な
り
『
サ
ン
キ

ュ
ー
！
』
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
」
と
の
ご
報
告
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
何
気
な
い
や
り
取
り
を
覚
え
て
い
て
く
れ
て
、
実
行
し
て
く
れ
た

ん
で
す
ね
。  

1月 28日 キーボード演奏の鳥谷部さんがボ

ランティアで来所してくれました。リクエスト

に応じて即興で演奏してしまうその腕にいつ

も感心してしまいます。大きな声量と明るいキ

ャラクターで利用者さんも毎回ノリノリです。 

 

 

 

「虹の家の皆さんの笑顔にふれて」 

寺島恵里子 

  

4 月より再び虹の家のスタッフとして仲

間入りさせていただくことになりました。 

 長いブランクもあり、お役にたつか否か

不安でしたが、皆さんの笑顔、以前と変わ

らぬ居心地のよさにひとまず安堵しており

ます。今後とも、宜しくお願い致します。 

飯塚美香 

7月から経理事務員として、虹の家にお世話になっています。

生まれは、北海道釧路市。現天皇陛下御成婚の日に生まれまし

た。 

趣味は、韓国ドラマやＫ－ＰＯＰを聴く事とピアノをたまに

弾いてます。自宅は虹の家から徒歩 5 分の処で、主人と 2 人の

息子と 4 人家族です。 

飯塚美香 

7月から経理事務員として、虹の家にお世話になっています。

生まれは、北海道釧路市。現天皇陛下御成婚の日に生まれまし

た。 

趣味は、韓国ドラマやＫ－ＰＯＰを聴く事とピアノをたまに

弾いてます。自宅は虹の家から徒歩 5 分の処で、主人と 2 人の

息子と 4 人家族です。 

利用者さんと一緒におしゃべりをしたり、ゲー

ムをしたり、お散歩に行ってくださる方。お掃除

や簡単な作業をお手伝いいただける方。音楽や踊

りや手品など、一芸を披露してくださる方。「ゆ

っくり、一緒に、笑顔で、楽しく」利用者さんと

ともに過ごしていただける方。 

資格や経験は必要ありません。ご希望を伺った

うえで、無理のない範囲でお手伝いしていただけ

ればと思います。興味のある方は、お気軽にお問

い合わせください。 

3月 27日 本物の桜が咲く前に、貼り絵の

桜が満開になりました。いつもは工作のりを

使うのですが、今年は両面テープを試してみ

ました。出来栄えはいかがでしょうか？ 

4月20日 貼り絵の出来栄えが上々で皆さん満

足そうです。完成して張り出した当初は「満開」

だったのですが、この撮影の時には、スタッフの

遊び心で「すでに盛りを過ぎた桜」になっている

んです。もう少しすると「葉桜」になるかも！？ 

4月 2日 こちらは本物の桜。今年は開花の

時期に雨が多くて、なかなかお花見に行けま

せんでしたが、この日はうまいこと晴れてく

れました。道崎公園にて記念撮影。みなさん

気持ちよさそうです。 

3月 30日 第 2回ペットボトルボーリング

大会！！ 玉の行方に一喜一憂。脇で見守る

方々の表情も印象的です。 

 

 

 

 

１月 6日 年始の恒例、初釜の日。普段飲ん

でいるお茶とまた違った趣に、飲むのが苦手

な利用者さんも思わずごっくん。 

 

３月末日 髙井浩幸さんが理事を退任されました。 

平成 15 年の設立当初から昨年まで理事長をつとめられ、奥さん 

（現理事長）と二人で虹の会の基礎づくりに尽力して下さいました。 

長い間ありがとうございました。 

今後は、のんびりと旅行をしながら、虹の会の行く末を見守って下さい。 

長い間 

お疲れ様でした！ 

 



 


